
ひとりぽっちをつくらない

～地域共生社会の実現に向けて～
誰一人取り残さない…すべてに人に居場所と役割を

排除から包摂へ…支えられた人は支える人に

豊中市社会福祉協議会 勝部麗子
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平成7年１月17日阪神･淡路大震災
大阪府内最大の被災地に…
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コミュニティソーシャルワーカーの
取り組み 個別支援から仕組みづくり

協働プロジェクト
・福祉ゴミ処理プロジェクト

大量ごみの処理についてのルール化を図る
・徘徊SOSメールプロジェクト

携帯電話を使ってのまちぐるみのネットワーク
・各種交流会の開催 同じ立場の介護者をつなぐ

・高次脳機能障害者家族交流会＆自主グループ化
・広汎性発達障害者の家族交流会＆自主グループ化
・男性家族介護者交流の集い
・若い家族介護者の交流会

・８カ国語の地域福祉ガイドの作成
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引きこもり経験者がCSWの漫画を出版
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単身高齢者などの課題
・大型ごみが出せない、保証人がない身寄り問題

→身寄り看取りの社会化

・老々介護(特に男性介護者)家事介護ができない弱音がはけない

                   →オレンジカフェなど介護者支援

・定年後の男性(今後は男女雇用機会均等法以後は女性も)
→従来と違うプログラム 豊中あぐりなど

・8050問題→９０６０問題に →SOSを出せる社会に

予防としての学校と福祉の連携強化不登校から支援をする
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９か所の菜園
岡町菜園

岡町第二菜園

庄本菜園

加納菜園

原田菜園

克明菜園

千里ガーデン

清風苑果樹園

あぐりパーク
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2016年12月26日
塩崎厚生労働大臣の視察

2019年6月28日
根本厚生労働大臣視察
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教職員のための
福祉との連携ガイド
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二つのアウトリーチ
・問題解決型のアウトリーチ

→本人に困り感がない場合支援拒否となる

問題解決が終息すると訪問できない

・見守り型のアウトリーチ

→本人にとって見守りなのか監視なのか

コロナで生まれた

本人にとって必然性があり喜ばれるアウトリーチ

・食材支援

・宅食 手作りの栄養価の高いお弁当

・学習支援

・体験活動への案内
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社会福祉法人あいわ会と協働
でこども宅食をスタート
支援中の18０世帯に配食
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朝食提供
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